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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成23年5月6日(2011.5.6)

【公表番号】特表2010-529289(P2010-529289A)
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【年通号数】公開・登録公報2010-034
【出願番号】特願2010-508674(P2010-508674)
【国際特許分類】
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   Ｃ２２Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  11/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/34     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/26     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｃ２２Ｂ   3/00    　　　Ｑ
   Ｃ２２Ｂ   1/04    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  11/04    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  71/34    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  71/26    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  61/24    　　　　
   Ｃ０１Ｆ   7/22    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月11日(2011.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄イオンとアルミニウムイオンを含む混合物からアルミニウムイオンを抽出する方法で
あって、該アルミニウムイオン、該鉄イオン、酸、有機溶媒、及び該鉄イオン又は該アル
ミニウムイオンと実質選択的に有機金属錯体を形成するのに適した抽出剤を含む組成物か
ら該アルミニウムイオンを回収する工程を具え、該抽出剤は該有機溶媒に可溶であり、
　該抽出剤が、該鉄イオンと実質選択的に有機金属錯体を形成するのに適している場合に
は、該組成物は、該アルミニウムイオン及び該酸を含む酸性の水相と、該有機溶媒及び該
抽出剤と錯形成した該鉄イオンを含む有機相とを含み、該有機相から該水相を中空糸膜に
よって分離し、該分離された水相を塩基と反応させることで該アルミニウムイオンを回収
し、
　該抽出剤が、該アルミニウムイオンと実質選択的に有機金属錯体を形成するのに適して
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いる場合には、該組成物は、該鉄イオン及び該酸を含む酸性の水相と、該有機溶媒及び該
抽出剤と錯形成した該アルミニウムイオンを含む有機相とを含み、該有機相から該水相を
中空糸膜によって分離し、該分離された有機相をＨＣｌと反応させて、該アルミニウムイ
オンを含む別の水相と別の有機相とを得て、該別の有機相から該別の水相を分離し、該別
の水相を塩基と反応させることで、Ａｌ（ＯＨ）3の形態で該アルミニウムイオンを回収
することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記抽出剤が、前記鉄イオンと実質選択的に有機金属錯体を形成するのに適しているこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記酸性の水相のｐＨが約１～約２．５であることを特徴とする請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記酸性の水相のｐＨが約２であることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記抽出剤が、ジ（２－エチルヘキシル）リン酸（ＨＤＥＨＰ）、ビス（２，４，４－
トリメチルペンチル）ホスフィン酸及び２－エチルヘキシルホスホン酸モノ－２－エチル
ヘキシルエステルから選択されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記有機溶媒がＣ5～Ｃ12のアルカン及びその混合物から選択されることを特徴とする
請求項５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記分離された水相を前記塩基と反応させ、該塩基がＮａＯＨ、ＫＯＨ又はその混合物
から選択されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　更に、前記アルミニウムイオンをＡｌ（ＯＨ）3の形態で回収するためにろ過により分
離する工程を含む、請求項２～６のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　更に、Ａｌ（ＯＨ）3をＡｌ2Ｏ3に転化する工程を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記抽出剤が、前記アルミニウムイオンと実質選択的に有機金属錯体を形成するのに適
していることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記水相のｐＨが約２．５～約３．５であることを特徴とする請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記抽出剤がホスフィン酸又はその誘導体であることを特徴とする請求項１０に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記抽出剤がビス（２，４，４－トリメチルペンチル）ホスフィン酸であることを特徴
とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記有機溶媒がＣ5～Ｃ12のアルカン及びその混合物から選択されることを特徴とする
請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記分離した有機相をＨＣｌと反応させ、前記アルミニウムイオン及び別の有機相を含
む別の水相を得ることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　ｐＨを約４以上にするため、前記別の水相を前記塩基で処理することを特徴とする請求
項１０に記載の方法。
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【請求項１７】
　更に、Ａｌ（ＯＨ）3を取得するためにろ過により分離する工程を含む、請求項１０～
１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　更に、Ａｌ（ＯＨ）3をＡｌ2Ｏ3に転化する工程を含む、請求項１０～１６のいずれか
に記載の方法。
【請求項１９】
　前記分離した有機相をＨＣｌと反応させ、前記アルミニウムイオン及び別の有機相を含
む別の水相を得ることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　組成物に含まれる鉄イオンからアルミニウムイオンを少なくとも部分的に分離する方法
であって、ｐＨが１０以上である塩基性条件下、該鉄イオンの少なくとも一部を実質選択
的に沈殿させる工程、及び該沈殿した鉄イオンを中空糸膜によって精製する工程を具える
、方法。
【請求項２１】
　アルミニウム鉱石からアルミニウムを抽出する方法であって、
　浸出液と固体残留物を取得するために、該アルミニウム鉱石を酸で浸出する工程と、該
浸出液を該固体残留物から分離する工程と、
　アルミニウム濃縮組成物を取得するために、ｐＨを１０以上にするために該浸出液と塩
基を反応させ、鉄イオンの少なくとも一部を実質選択的に沈殿させ、該浸出液から該沈殿
した鉄イオンの少なくとも一部を分離することにより、該浸出液中に含まれた鉄イオンの
少なくとも一部を除去する工程
　を具える、方法。
【請求項２２】
　アルミニウム鉱石からアルミニウムを抽出する方法であって、
　浸出液と固体残留物を取得するために、該アルミニウム鉱石を酸で浸出する工程と、該
浸出液を該固体残留物から分離する工程と、
　アルミニウム濃縮組成物を取得するために、ｐＨを１０以上にするために該浸出液と塩
基を反応させ、鉄イオンの少なくとも一部を実質選択的に沈殿させ、該浸出液から該沈殿
した鉄イオンの少なくとも一部を分離することにより、該浸出液中に含まれた鉄イオンの
少なくとも一部を除去する工程
　不純物を含む酸性の水相と前記抽出剤と錯形成したアルミニウムイオンを含む有機相と
を含む組成物を形成するために、有機溶媒及び酸性溶液の存在下で、該アルミニウムイオ
ンと実質選択的に有機金属錯体を形成するのに適した抽出剤によって前記アルミニウム濃
縮組成物を処理し、該水相を該有機相から分離することで、前記アルミニウム濃縮組成物
中に存在する前記アルミニウムイオンを少なくとも部分的に回収する工程
　を具える、方法。
【請求項２３】
　前記水相のｐＨが約２．５～約３．５であることを特徴とする請求項２２に記載の方法
。
【請求項２４】
　前記抽出剤がホスフィン酸又はその誘導体であることを特徴とする請求項２２又は２３
に記載の方法。
【請求項２５】
　前記抽出剤がビス（２，４，４－トリメチルペンチル）ホスフィン酸であることを特徴
とする請求項２２又は２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記酸がＨＣｌであることを特徴とする請求項２１～２５のいずれかに記載の方法。
【請求項２７】
　アージライトからアルミニウムイオンを抽出する方法であって、
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　浸出液と固体残留物を取得するために、該アージライトをＨＣｌで浸出する工程と、該
浸出液を該固体残留物から分離する工程と、
　アルミニウム濃縮組成物を取得するために塩基を加えるか、又は、抽出剤を用いて鉄イ
オンと実質的に錯体を形成させて、鉄イオンを実質選択的に沈殿させることにより、該浸
出液から鉄イオンを部分的に除去する工程と、
　中空糸膜による方法又は液液抽出を用いて、実質選択的に沈殿させたアルミニウムイオ
ンに対して塩基を加えることで前記アルミニウム濃縮組成物を選択的に精製する工程とを
具える、方法。
【請求項２８】
　前記塩基がＫＯＨ、ＮａＯＨ、及びその混合物から選択されることを特徴とする請求項
２１～２７のいずれかに記載の方法。
【請求項２９】
　前記ｐＨが約１０．８～約１１．２であることを特徴とする請求項２１～２８のいずれ
かに記載の方法。
【請求項３０】
　前記ｐＨが約１１．５～約１２．５であることを特徴とする請求項２１～２８のいずれ
かに記載の方法。
【請求項３１】
　８０℃以上の温度でＨＣｌにより前記アルミニウム鉱石を浸出することを特徴とする請
求項２６又は２７に記載の方法。
【請求項３２】
　アルミナの製造方法であって、
　請求項１～３１のいずれかに記載の手段によってアルミニウムイオンを取得し、該アル
ミニウムイオンをアルミナへ転化する方法。
【請求項３３】
　約８００℃～約１２００℃の温度でＡｌ（ＯＨ）3を加熱することで、アルミニウムイ
オンをアルミナへ転化することを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　アルミニウムの製造方法であって、
　請求項３２又は３３に記載の手段によってアルミナを取得し、該アルミナをアルミニウ
ムへ転化する方法。
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